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連
合
茨
城
は
　
月
　
日
、

11

28

水
戸
市
内
で
春
季
生
活
闘
争

学
習
会
を
開
き
、
２
０
１
９

連合茨城春季生活闘争討論集会であいさつする連合茨城内山会長

県本部2019春闘討論集会
   日　時　　2019年１月16日（水）14時～
   場　所　　水戸駅南口・テラスザガーデン
   内　容　　・2019自治労春闘方針案
　 　　　　　 ・2019年県本部春闘方針案

春
闘
に
向
け
て
情
勢
や
課
題

に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
内
山
裕
連
合

茨
城
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

は
、
賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ

を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
皆

さ
ん
と
心
合
わ
せ
し
て
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
基
調
講
演
と
し

て
「
日
本
・
茨
城
県
内
の
経

済
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
、
吉

田
豊
日
本
銀
行
水
戸
事
務
所

長
が
講
演
。
次
に
、
二
つ
目

の
基
調
講
演
と
し
て
「
労
働

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
題
し
て

大
槻
奈
巳
聖
心
女
子
大
学
教

授
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
か
ら
は
、
「
日

本
経
済
は
、
以
前
は
緩
や
か

に
回
復
『
し
つ
つ
あ
る
』
か

ら
、
今
は
、『
回
復
し
て
い

る
』
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
大

槻
教
授
か
ら
は
、
「
女
性
が

活
躍
す
る
職
場
と
は
、
女
性

が
働
き
や
す
く
す
る
こ
と
で

あ
り
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
に
す
る
こ
と
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、「
２
０
１
９

春
季
生
活
闘
争
方
針
」
に
つ

い
て
、
連
合
本
部
の
大
久
保

暁
子
労
働
条
件
・
中
小
労
働

対
策
局
長
が
説
明
。「
賃
上

げ
要
求
は
、
社
会
全
体
に
賃

上
げ
を
促
す
観
点
と
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
全
体
の
『
底
上

げ
・
底
支
え
』『
格
差
是
正
』

に
寄
与
す
る
取
組
み
を
強
化

し
、
２
％
程
度
を
基
準
と

し
、
定
期
昇
給
相
当
分
を
含

め
４
％
程
度
と
す
る
」
こ
と

な
ど
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、「
連
合
茨
城

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
綿

引
連
合
茨
城
副
事
務
局
長
が

説
明
し
ま
し
た
。
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　賃
上
げ
の
流
れ
を
続
け
よ
う

連
合
茨
城
が
2
0
1
9
春
季
生
活
闘
争
学
習
会
　

　
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

は
　
月
1
日
、
自
治
労
会
館

12
で
『
福
祉
事
務
所
・
生
活
保

護
・
地
域
福
祉
職
場
交
流
集

会
』
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
橋
社
福
評
議
長
は
、

「
社
会
福
祉
職
場
を
取
り
巻

く
環
境
や
各
種
の
制
度
が
大

き
く
変
動
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
住
民
側
の
状
況

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

全
国
の
様
々
な
事
例
や
対
策

に
学
び
、
職
場
環
境
の
改
善

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
た

ち
の
職
場
実
態
と
課
題
を
つ

か
み
、
交
流
し
改
善
に
つ
な

げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
続
い
て
、
中
央
本
部
社
会

福
祉
評
議
会
古
林
明
朗
副
議

長
が
「
生
活
保
護
・
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
の
改
正

と
今
後
の
社
会
保
障
制
度
」

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
古
林
さ
ん
は
、
は
じ
め
に

２
０
１
５
年
に
生
活
保
護
ま

で
い
か
な
い
人
を
支
援
す
る

法
律
と
し
て
で
き
た
「
生
活

困
窮
者
等
の
自
立
を
促
進
す

る
た
め
の
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
」
が
今
年
　
月
に
一

10

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
運
用
状
況
に
つ

自治労の政策提言
最低所得保障と最低生活保障を基礎としたセーフティネットの再構築　

　アベノミクスによる経済効果で、景気は回復傾向にあるとされていますが、生活保護
受給者と貧困層は増加しており貧富の格差は拡大しています。しかし、政府は2018年
10月からの３年間、段階的に生活扶助費の引き下げを実施することとなっていて、生
活保護費の削減が進められています。しかし、生活保護以外の社会保障制度が脆弱
な中で、生活保護のみを縮小する方向で見直すことは、社会保障総体の生活保障機
能の低下につながります。社会保障制度を拡充することによって、「最後のセーフティ
ネット」としての生活保護に適正な位置づけを与えることが求められています。「第１の
セーフティネット」（社会保険等）の改善はもとより、「第２のセーフティネット」として生活
困窮者自立支援制度の充実にむけ取り組みます。その上で、最後のセーフティネットと
して「利用しやすく自立につながる生活保護」を整備する必要があります。　
【自治体】
①　福祉事務所の相談・支援機能の充実をはかり、査察指導員とケースワーカーの
増員（生活保護の80ケース対１の標準数の遵守や福祉五法職員の増員）など実
施体制を整備します。また、母子・父子自立支援員や家庭相談員など非常勤雇用
が常態となっている職種について、均等待遇の実現など処遇改善をはかります。
②　福祉事務所の職員の専門性を高めるための研修の実施および人事サイクル
の見直しを進めます。また、専門職の採用を検討します。
③　ケースワーカー、査察指導員の人材育成をはかります。また、自立支援プログ
ラムおよび生活保護制度見直しに伴う扶養義務の強化等が生活保護からの排除
にならないよう、社会福祉法の理念を実現する業務内容の徹底をはかります。
④　生活保護制度や保護基準について、申請するべき市民（住民）が放置されな
いために市民（住民）に対する積極的な情報公開および対象者への確実なアプ
ローチを推進します。
⑤　生活困窮者自立支援制度については、任意事業の実施と総合的な支援体制
の構築にむけて、福祉事務所の体制強化とハローワーク、社会福祉協議会、Ｎ
ＰＯなど関係機関の連携システムを構築し、生活困窮者および生活保護受給
者に対する求職支援、住宅保障、生活福祉資金貸付、パーソナル・サポートな
どを一体的に運用するワンストップ・サービスの仕組みを整備します。

【国に対して】
①　生活困窮者自立支援制度の財源を充実するとともに、任意事業の必須化を含
めて事業メニューを充実するよう求めます。また、人員配置の強化を求めます。
②　生活困窮者の就職活動における物理的な支援については、面接に行くため
の交通費、携帯電話の貸出費用、履歴書に貼附する写真・送料、理美容所料金
などがあることから、柔軟に支援・給付できる手当についての検討を求めます。
③　生活困窮者の自立支援や求職者支援、貸付など、生活困窮者が活用できる制
度の情報に関しては、積極的に広報することを求めます。
④　生活困窮者の自立支援の訓練等を行う事業所の認定については、中間的就労が
新たな貧困ビジネスにつながる懸念や、実施体制を確保するための財源や人員配置
などにも課題があることから、十分な実施体制と監督機能を構築することを求めます。
⑤　生活保護に過度の負担をかけず、低所得者を中心に所得保障施策の拡充をはか
るため、児童扶養手当、児童手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害児
福祉手当などの社会手当や生活福祉資金および公費負担医療の拡充を求めます。
⑥　福祉事務所のケースワーカーや査察指導員の人員確保のため基準財政需要
額算定の改善を求めます。また、人員確保のためにも事務所が入る庁舎の秩
序の維持（巡回および警備）および来庁者の対応に対し、過度な定数削減を求
めないよう要請します。
⑦　生活支援の必要な外国籍市民（住民）にも生活保護を例外なく適用すること
を求めます。
⑧　第193国会（2017年）で、時限立法である「ホームレスの自立の支援等に
関する特別措置法」が2027年８月６日まで延長されたことを踏まえ、就労、居
住、医療、福祉の総合的で一体的な支援事業の拡充と財政的な支援を求めます。
⑨　母子・父子自立支援員、婦人相談員、家庭相談員などについて、法改正など
により、処遇の改善を求めます。
⑩　生活保護基準の引き下げは、低所得者に関わる多くの制度に影響を及ぼし
負のスパイラルや貧困の連鎖を助長することが懸念されるため、その実施の
回避を求めます。

い
て
、「
自
立
に
向
け
た
相

談
支
援
と
住
宅
確
保
支
援
の

必
須
事
業
は
ど
の
自
治
体
で

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
就
労

支
援
な
ど
の
任
意
事
業
が
実

施
さ
れ
な
い
と
十
分
な
成
果

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

規
模
の
小
さ
な
自
治
体
ほ
ど

対
応
が
難
し
く
、
茨
城
県
内

で
も
ほ
ぼ
皆
無
の
状
況
に
あ

る
」
と
述
べ
な
が
ら
、
な
ぜ

取
り
組
み
が
進
ま
な
い
の

か
、
現
場
の
問
題
を
つ
か
み

問
題
点
を
伝
え
る
た
め
厚
生

労
働
省
へ
の
要
請
行
動
な
ど

を
実
施
し
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
参
加
者
は
経
験

交
流
会
を
行
い
、
自
立
支
援

事
業
の
取
り
組
み
や
職
場
状

況
に
つ
い
て
交
流
。
県
内
自

治
体
間
で
の
取
り
組
み
の
違

い
、
濃
淡
が
あ
る
こ
と
を
突

き
合
わ
せ
、
今
後
も
現
場
の

実
態
を
把
握
す
る
取
り
組
み

を
確
認
し
ま
し
た
。

 福祉事務所・生活保護・地域職場交流会
 であいさつする今橋社福評議長

自
立
支
援
法
の
実
態
把
握
を

社
会
福
祉
評
が
学
習
と
交
流
 

※事前予約が必要ですので、相談される方は
電話でお申し込みください。（月～金（祝日
を除く）９：00～17：30）

　また、ご相談内容によってはお受けできな
い場合もございますので、ご了承くださ
い。相談回数については年度内原則１回と
させていただきます。

法律にかかわる問題は何でも  0120-154-052　―連合茨城しあわせセンター―

3月16日（土）2月16日（土）1月19日（土）2019連合茨城
無料法律相談開催日

7月20日（土)6月15日（土)5月18日（土）4月20日（土）

12月14日（土）11月16日（土）10月19日（土）9月7日（土）

時　　間　13：00～16：00（相談時間は１人30分）
場　　所　茨城県労働福祉会館4F連合茨城事務所内
　　　　　（水戸市梅香2-1-39）
担当弁護士：足立勇人・白石裕・橘朋代・水口二良・野村貴広弁護士
電話番号　0120-154-052　 mail   info@ibaraki.jtuc-rengo.jp
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今
後
の
企
業
活
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

高
い
の
に
、
ほ
と
ん
ど
報
じ

ら
れ
な
い
動
き
が
あ
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
下
請
工
場

ジ
ャ
バ
・
ガ
ー
ミ
ン
ド
（
Ｊ

Ｇ
）
社
倒
産
を
め
ぐ
る

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

（
ユ
ニ
ク
ロ
運
営
会
社
、
柳

井
正
会
長
兼
社
長
、
以
下

フ
ァ
ス
ト
リ
）
と
現
地
労
働

者
と
の
争
議
も
そ
の
一
つ

だ
。
　
Ｊ
Ｇ
社
は
、
２
０
１
２

年
、
フ
ァ
ス
ト
リ
か
ら
ユ
ニ

ク
ロ
の
服
の
製
造
を
受
託
。

製
造
量
の
約
半
分
が
フ
ァ
ス

ト
リ
向
け
に
な
る
。
フ
ァ
ス

ト
リ
の
要
求
水
準
は
高
く
、

品
質
や
納
期
に
応
え
る
た
め

労
働
者
は
残
業
続
き
。
Ｊ
Ｇ

社
は
借
金
を
し
て
新
し
い
機

械
を
買
っ
た
が
、
そ
の
矢

先
、
フ
ァ
ス
ト
リ
は
契
約
を

打
ち
切
り
同
社
は
倒
産
し

た
。
約
９
割
の
女
性
労
働
者

４
０
０
０
人
が
、
退
職
金
も

未
払
い
の
ま
ま
路
頭
に
投
げ

出
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｇ
社
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
連
（
Ｆ

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）
加
盟
の
職
場
組

合
が
あ
り
、
被
解
雇
者
ら

は
、
フ
ァ
ス
ト
リ
な
ど
に
、

生
産
量
に
応
じ
た
未
払
い
労

働
債
権
の
負
担
を
求
め
て
い

る
。
　
　
月
に
は
、
ア
パ
レ
ル
産

10
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
製
造
か
ら
小
売
ま
で
の
流

れ
）
問
題
に
と
り
く
む
有
力

な
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ク
リ
ー

ン
・
ク
ロ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
、
本
部
＝
オ
ラ

ン
ダ
）
の
支
援
で
、
Ｊ
Ｇ
労

組
の
テ
デ
ィ
・
プ
ト
ラ
委
員

長
、
現
場
労
働
者
の
ワ
ー

ニ
・
レ
ナ
・
ナ
ピ
ツ
ゥ
プ
ル

さ
ん
ら
が
来
日
し
た
。

　
フ
ァ
ス
ト
リ
は
「
品
質
問

題
と
納
期
遅
延
が
解
決
し
な

か
っ
た
た
め
、
Ｊ
Ｇ
社
と
の

取
引
を
終
了
し
た
」（
要
旨
）

と
し
て
、
法
的
責
任
を
否
定

す
る
。
だ
が
、
同
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
は
生
産
か
ら
小

売
り
ま
で
を
一
貫
し
て
統
括

す
る
製
造
小
売
り（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）

で
あ
り
、
Ｊ
Ｇ
社
の
命
運
も

握
っ
て
い
た
。

　
売
上
が
初
め
て
２
兆
円
を

突
破
し
た
　
年
８
月
期
決
算

18

の
説
明
会
で
、
柳
井
会
長

は
、
情
報
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
「
世
界
の
ど
こ
で
も

誰
と
で
も
、
ま
る
で
自
分
の

隣
に
い
る
か
の
よ
う
に
仕
事

が
可
能
に
な
る
。
そ
う
い
う

企
業
に
な
り
た
い
」
と
語
っ

て
み
せ
た
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
元

か
ら
の
声
は
ど
う
聞
こ
え
て

い
る
の
か
。
Ｊ
Ｇ
社
に
製
造

委
託
し
て
い
た
ド
イ
ツ
の
会

社
は
、
す
で
に
金
銭
負
担
に

応
じ
て
い
る
。
日
本
国
内
で

は
女
性
下
着
大
手
の
ワ
コ
ー

ル
が
、
自
社
製
品
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
で
外
国
人
実
習

生
へ
の
人
権
侵
害
が
な
い

か
、
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

こ
の
と
り
く
み
は
広
く
報
じ

ら
れ
た
が
、
フ
ァ
ス
ト
リ
の

争
議
は
ネ
ッ
ト
媒
体
を
除
き

ほ
と
ん
ど
報
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
だ
が
ど
ち
ら
も
、
日
本

企
業
が
今
後
直
面
す
る
、
重

要
な
課
題
に
違
い
な
い
。

ジャーナリスト

北　健一

  サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
の
声

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
興

　
空
き
缶
な
ど
を
回
収
し
、

そ
れ
を
資
源
に
、
再
度
同
じ

商
品
を
生
産
す
る
「
リ
サ
イ

ク
ル
（
再
循
環
／
再
資
源

化
）」を
一
歩
進
め
た
考
え
で

す
。
　
洋
服
の
製
造
過
程
で
廃
棄

さ
れ
る
生
地
の
「
端
切
れ
」

を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
小
物
に
加

工
し
た
り
、
廃
車
の
エ
ア

バ
ッ
グ
を
リ
ュ
ッ
ク
に
作
り

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

す
。
　
米
国
や
中
国
な
ど
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
進

ん
で
い
る
国
で
は
店
舗
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

が
東
京
都
内
の
駅
の
ホ
ー
ム

に
こ
う
し
た
コ
ン
ビ
ニ
を
試

験
的
に
２
カ
月
間
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ

変
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

例
が
あ
り
ま
す
。

　
「
段
ボ
ー
ル
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
」
を
名
乗
る
島
津
冬
樹
氏

は
世
界
各
国
の
段
ボ
ー
ル
を

収
集
し
、
サ
イ
フ
に
作
り
変

え
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
の

作
品
は
「
世
界
に
一
つ
の
デ

ザ
イ
ン
」
と
好
評
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

カ
ー
ド
を
入
口
の
端
末
に
か

ざ
し
て
入
店
し
、
選
ん
だ
商

品
を
も
っ
て
、
レ
ジ
代
わ
り

の
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
清
算
を
し

ま
す
。

　
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
も
、
試
験

的
に
導
入
し
て
お
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

で
、
入
店
と
清
算
を
行
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
や
不
要
と

な
っ
た
モ
ノ
に
付
加
価

値
を
加
え
、
ま
っ
た
く

別
の
新
た
な
商
品
に
作

り
変
え
る
こ
と
で
す
。

　
店
員
と
現
金
の
や
り

取
り
を
せ
ず
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
清

算
を
す
る
仕
組
み
の
コ
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